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１．研究計画の概要
本研究は、様々な時系列データを、非線形

振動回路である非線形発振器を結合して作
成したネットワーク型発振器を用いて、過去
のデータから未来のデータを予測するシス
テムを構築することを目的としている。
(1) ハードでの構築を考慮するため、実際の
回路を基本としたシステムの構築を模索す
る。予測に用いる時系列データに、自然界の
非線形性が高い複雑なデータに近いと考え
られるカオス時系列データと自然のデータ
である気温のデータなどを用い、考案したシ
ステムの実証を行う。これら実証では、シス
テムの回路方程式を計算が容易に行えるよ
うに正規化した手法と、実際の回路上に発生
する様々な問題を考慮した手法を用いるこ
ととする。
(2) 考案したシステム自体の特性や性質、シ
ステム自体に発生する特異な現象などにつ
いても解析をすすめる。
(3) 物体の動きを時系列データとして取得で
きるシステムを上記で考案するシステムを
利用し構築する。

２．研究の進捗状況
van der Pol 発振器を格子状に結合したネッ
トワークを用いる時系列予測システムと、基
板上に構築した Printed Spiral Inductor を
用いた発振器と共振器を結合したネットワ
ークを利用する時系列予測システムの開発
を行っている。時系列データとしては、自然
現象に近いと考えられるカオス時系列デー
タと、自然現象である気温の時系列データを
利用しており、特にカオス時系列データは、
比較的正弦波に近いカオス時系列データと

変化が激しいダブルスクロールアトラクタ
を持つカオス時系列データを用いている。
(1) van der Pol 発振器を格子状に結合した時
系列予測システムでは、コンピュータ上での
計算を行いやすくするため、回路を最適化し
て回路方程式を正規化し、正規化した式を
Runge-Kutta 法を用いて解き、時系列データ
の予測を行った。この方式を用い、上記のカ
オス時系列データ２種類と、気温のデータの
予測に成功した。さらに、現実に実現しやす
い回路に最適化し、PSpice を用いて、比較的
正弦波に近いカオス時系列データの予測に
成功した。これにより、より現実の回路で実
現できる可能性が高いことを明らかにした。
この回路の規模を大きくし、回路上で発生す
る現象の解析を行った。その中で、位相差が
伝搬し続ける特殊な波動現象を発見し、波動
現象の見られるパラメータ領域の解析と、そ
れらのメカニズムのいくつかの解析を行っ
た。
(2) Printed Spiral Inductor を用いた発振器
を結合した系において、様々な複雑な波形が
作れることを我々は以前明らかにした。これ
らのシステムを発展させ、発振器と共振器を
利用し、物体の動きや位置を認識し、動きの
時系列データを得られるシステムを構築し
た。さらに、これらを利用し、時系列データ
を予測するのに必要な波形を合成すること
に成功した。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している

(理由)
考案したシステムにみられる新たな現象の
発見などもあり、解析すべきことが増えたが、
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おおむね予定通り進展している。

４．今後の研究の推進方策
本年度が最終年度であることを考慮し、以下
の予定で研究を進める。
(1) van der Pol 発振器を格子状に結合した
時系列予測システムにおいては、PSpice を利
用し、変化が激しいダブルスクロールアトラ
クタの予測を行い、気温データの予測も試み
る。また、これら格子状のネットワークに発
生する現象について、さらに調査・解析を行
う。また、現在の予測システムは手動と自動
を組み合わせた手法であるが、手動の割合を
減らす試みを行う。
(2) Printed Spiral Inductor を用いた発振器
と共振器を組み合わせたシステムを利用し、
気温の時系列データの予測を、PSpice などを
用いて試みる。

５. 代表的な研究成果
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